
平成１９年（２００７年）７月２９日市　議　会　だ　よ　りこだいら７

一般質問

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

　

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
入
居
希

望
者
数
が
見
込
み
を
上
回
っ
た
場
合
、

計
画
の
上
方
修
正
を
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者

負
担
や
食
費
を
軽
減
し
て
い
る
の
で
、

制
限
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

②
計
画
は
３
年
ご
と
に
見
直
す
の

で
、
平
成　

年
度
の
第
二
期
計
画
策

２０

定
時
に
見
込
み
量
の
検
討
を
行
う
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
市
民

か
ら
の
苦
情
、意
見
な
ど
は
あ
る
か
。

　

②
相
談
内
容
と
対
応
は
。

　

③
国
が
導
入
し
た
生
活
支
援
資
金

制
度
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

①
市
長
へ
の
手
紙
等
で
年
間

　

件
ほ
ど
あ
る
ほ
か
、
担
当
職
員
に

１５は
日
常
的
に
受
給
者
等
か
ら
苦
情
・

意
見
が
あ
る
。

　

②
住
宅
問
題
や
医
療
機
関
の
選
択
、

債
務
処
理
な
ど
対
処
の
難
し
い
問
題

が
多
く
、
各
種
専
門
機
関
や
担
当
職

員
全
体
で
の
検
討
を
含
め
的
確
な
対

応
を
図
っ
て
い
る
。

　

③
都
内
で
は
７
月
か
ら
実
施
予
定

な
の
で
利
用
実
績
は
出
て
い
な
い
。

生
活
保
護
を
め
ぐ
っ
た

幾
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て

　

②
一
律
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
。
介
護
方
法
等
の
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
家
族
介
護
教
室
な
ど
を
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
。

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
改
築
工
事
を
ど
の

よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

　

②
住
宅
設
備
改
修
給
付
の
条
件
や

支
給
金
額
を
見
直
し
、
利
用
率
の
向

上
を
図
れ
な
い
か
。

市
長　

①
新
た
に
居
室
を
設
け
る
場

合
は
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
廊
下
の

拡
幅
に
あ
わ
せ
て
手
す
り
を
取
り
つ

け
る
場
合
等
は
対
象
と
な
る
。
支
給

対
象
と
対
象
外
の
工
事
を
あ
わ
せ
て

行
っ
た
場
合
は
、対
象
部
分
の
抽
出
、

按
分
等
で
費
用
を
算
出
し
て
い
る
。

　

②
支
給
条
件
、
支
給
金
額
と
も
に

見
直
す
こ
と
は
難
し
い
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
計
画

に
は
日
中
活
動
の
場
の
確
保
と
あ
る

が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
る
定
率
負
担
は
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
抑
制
な
ど
日
中
活
動
の
制
限
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

介

護

予

防

自

立

支

援

住
宅
改
修
給
付
事
業
に
つ
い
て

小
平
市
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て

る
食
事
代
助
成
制
度
の
具
体
化
は
。

市
長　

①
４
月
末
で
要
介
護
５
の
人

数
は　

人
で
、
利
用
限
度
額
に
対
す

５６０

る
利
用
率
は
平
成　

年　

月
給
付
分

１８

１１

で　

・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

５６

　

②
生
活
状
況
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
と
供
給
の
実
態
等
を
調
査
す
る

も
の
で
、
年
内
に
実
施
し
た
い
。

　

③
７
月
の
利
用
分
か
ら
実
施
す
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
老
老

介
護
世
帯
や
独
居
の
要
介
護
高
齢
者

世
帯
の
場
合
、
介
護
認
定
審
査
に
お

い
て
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
は
。

　

②
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
リ
ュ

ー
マ
チ
な
ど
の
症
状
を
持
つ
人
の
場

合
、
介
護
認
定
審
査
に
お
い
て
特
別

の
配
慮
が
必
要
で
は
。

市
長　

①
要
介
護
認
定
は
介
護
の
手

間
を
客
観
的
に
判
断
す
る
も
の
で
、

家
族
構
成
等
で
の
判
断
は
し
な
い
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
中
で
、
希

望
を
取
り
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
対
応
は
で
き
て
い
る
。

　

②
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
や
、
主

治
医
意
見
書
の
内
容
も
認
定
結
果
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
介

護
予
防
の
メ
ニ
ュ
ー
は
。

　

②
同
居
家
族
が
い
る
か
否
か
で
サ

ー
ビ
ス
の
度
合
い
に
差
が
出
て
い
る

の
で
は
。
ま
た
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
抱
え
る
家
族
を
支
援
す
る
た
め

の
施
策
は
。

市
長　

①
介
護
予
防
教
室
で
は
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
運
動
機
能
の
向
上
や

口
腔
機
能
の
向
上
、
栄
養
改
善
な
ど

が
あ
る
。

介
護
保
険
法
改
正
の

影

響

に

つ

い

て

高
齢
者
が
地
域
で

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
重

度
要
介
護
者
の
在
宅
介
護
の
状
況
は
。

　

②
高
齢
者
計
画
策
定
関
連
実
態
調

査
の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

③
施
設
に
通
う
低
所
得
者
に
対
す

だ
れ
も
が
使
い
や
す
い

介
護
保
険
へ
の
改
善
を

公

共

施

設

産

業

振

興

福 
祉

道 
路

�
緑
川
東
交
差
点（
天
神
町
二
丁
目
）

�
小
平
市
障
害
福
祉
計
画

 
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

①
若
年

層
の
雇
用
状
態
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

②
働
く
場
所
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

　

③
成
人
式
な
ど
で
ポ
ケ
ッ
ト
労
働

法
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
雇
用
状
況
は
わ
ず
か
な
が

ら
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
が
、

小
平
市
と
し
て
青
年
の
働
く
場
所
の

拡
大
な
ど
は
で
き
な
い
か

失
業
率
は
ま
だ
高
い
状
況
と
考
え
る
。

　

②
本
年
８
月
に
国
分
寺
市
に
開
設

さ
れ
る
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
若
年
者
を

含
め
た
就
労
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　

③
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
等
で

一
般
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
市
独
自
に
作
成
、
配
布
す
る
考
え

は
な
い
。

　

②
地
元
自
治
体
と
し
て
積
極
的
に

意
見
を
出
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　

③
一
時
保
護
所
な
ど
の
子
ど
も
支

援
の
場
に
す
る
よ
う
提
案
し
て
は
。

市
長　

①
現
状
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

②
今
後
、
都
と
の
協
議
が
行
わ
れ

る
場
合
に
は
、
市
の
意
見
を
集
約
し

て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　

③
今
後
の
活
用
は
都
が
決
め
る
も

の
な
の
で
、
都
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
駐
車

場
の
設
置
状
況
は
。

　

②
学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の
南

側
広
場
を
利
用
し
て
駐
車
場
が
確
保

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
喜
平
地
域
セ

ン
タ
ー
に
も
確
保
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
原
則
と
し
て
障
害
者
用
、

業
務
用
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
分
用
意
し

て
お
り
、
全
体
に
対
す
る
駐
車
可
能

台
数
は
平
均
２
・
９
台
で
あ
る
。

　

②
南
側
広
場
は
今
後
も
子
ど
も
の

た
め
の
遊
び
場
と
し
て
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
地
域
セ

ン
タ
ー
は
徒
歩
、
自
転
車
に
よ
る
来

館
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
一
般
車

両
の
駐
車
場
確
保
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
に
つ
い
て

　

③
利
用
者
か
ら
の
意
見
を
反
映
す

る
仕
組
み
は
。

市
長　

①
各
団
体
の
運
営
の
一
助
と

す
る
こ
と
、社
会
参
加
の
場
づ
く
り
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
等
が
目
的

で
あ
り
達
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

②
運
営
委
員
会
等
で
選
定
し
て
お

り
、
今
後
見
直
し
も
検
討
し
た
い
。

　

③
市
民
文
化
会
館
で
は
提
案
箱
の

設
置
な
ど
で
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
、

会
社
の
責
任
者
に
伝
え
て
い
る
。

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
移
転

後
の
土
地
と
建
物
に
つ
い
て
、
都
と

協
議
し
て
い
る
か
。

児
童
相
談
所
移
転
後
の
跡
地
は

子

ど

も

支

援

の

場

に

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
お
は

な
し
室
を
多
目
的
に
利
用
す
る
こ
と

や
、
地
域
と
の
連
携
等
も
含
め
活
用

す
る
考
え
は
。

　

②
次
世
代
育
成
部
と
連
携
し
、
子

育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
の
図
書
館
版
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

①
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン

の
課
題
に
図
書
館
施
設
の
提
供
が
あ

り
、
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

②
子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議
会
が
児

童
館
で
、
絵
本
の
へ
や
事
業
と
し
て

取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。今
後
は
、

関
連
課
と
の
連
携
を
図
り
、
実
践
に

結
び
つ
く
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供

に
努
め
て
い
く
。

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
中
央

公
民
館
の
売
店
な
ど
を
福
祉
団
体
が

営
業
し
て
い
る
場
合
、
所
期
の
目
的

を
達
成
し
て
い
る
か
。

　

②
民
間
事
業
者
の
場
合
、
選
定
基

準
や
見
直
し
は
。

図
書
館
の
お
は
な
し
室
を

さ
ら
に
有
効
利
用
し
よ
う

利
用
者
に
も
販
売
者
に
も

価
値
あ
る
施
設
の
使
い
方
を

等
に
対
し
て
警
告
カ
ー
ド
の
活
用
は
。

　

③
鷹
の
台
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車

対
策
は
。

市
長　

①
平
成　

年
は
市
内
の
小
学

１８

校　

校
で
延
べ　

回
行
い
、
４
千
８

２０

５７

百　

人
が
参
加
し
た
と
小
平
警
察
署

９１
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

②
小
平
警
察
署
か
ら
、
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
中
に
カ
ー
ド
に
よ
り

重
点
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　

③
駅
頭
指
導
を
強
化
し
、
市
営
有

料
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
を
誘
導
す

る
な
ど
放
置
防
止
に
努
め
て
い
く
。

 
宮 

照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
受
け

入
れ
の
条
件
は
。

　

②
私
道
の
市
道
化
と
、
私
道
整
備

に
対
す
る
９
割
補
助
の
状
況
を
判
断

し
た
と
き
の
費
用
対
効
果
を
ど
う
考

え
る
か
。

　

③
今
後
も
積
極
的
に
、
私
道
を
受

け
入
れ
て
い
く
考
え
か
。

市
長　

①
幅
員
が
４
�
以
上
な
ど
要

綱
に
基
づ
き
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

②
受
け
入
れ
る
路
線
の
施
工
状
態

や
通
行
量
の
違
い
に
よ
り
舗
装
の
耐

久
性
が
異
な
る
た
め
費
用
対
効
果
の

判
断
は
難
し
い
。

　

③
要
綱
の
条
件
に
適
合
し
て
い
れ

ば
受
け
入
れ
て
い
く
。

私
道
の
市
道
へ
の
受
け
入
れ
の

実
態
と
問
題
点
等
に
つ
い
て

﨑

道
に
乗
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
歩
行

者
の
事
故
防
止
の
た
め
に
ポ
ー
ル
な

ど
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

教
育
長　

②
平
成　

年
度
は
小
学
校

１８

　

校
、
中
学
校
１
校
で
児
童
・
生
徒

１８が
作
成
し
て
お
り
、
本
年
度
も
作
成

を
依
頼
し
て
い
る
。
な
お
、
保
護
者

と
地
域
で
作
成
す
る
安
全
マ
ッ
プ
は

全
小
学
校
に
あ
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
基
準

の
見
直
し
に
よ
り
増
設
し
た
数
は
。

　

②
自
転
車
、
歩
行
者
の
た
め
に
設

置
す
る
必
要
性
や
、
距
離
基
準
外
だ

が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
へ
の
対
応

策
は
。

市
長　

①
３
月
末
ま
で
に　

本
で
、

１０

う
ち
２
本
が
私
道
へ
の
設
置
で
あ
る
。

　

②
自
転
車
や
歩
行
者
は
、
自
分
の

目
で
左
右
を
確
認
す
る
こ
と
が
安
全

か
つ
容
易
で
あ
る
た
め
、
交
差
点
へ

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
袋
状
道

路
は
、
距
離
基
準
に
満
た
な
く
て
も

不
特
定
多
数
の
車
両
が
出
入
り
す
る

場
合
な
ど
に
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
交

通
安
全
教
室
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

②
自
転
車
運
転
者
の
モ
ラ
ル
欠
如

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
基
準
に
つ
い
て

自
転
車
と
歩
行
者
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
緑
川

東
交
差
点
は
見
通
し
が
悪
く
危
険
だ

が
対
策
は
。

　

②
地
域
安
全
マ
ッ
プ
等
の
作
成
状

況
は
。

市
長　

①
車
両
が
左
折
す
る
際
に
歩

危
な
い
を
安
心
安
全
に

危
険
地
点
の
早
期
改
善
を

【
行
政
一
般
】

・
市
民
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め

に
、
市
民
掲
示
板
の
設
置
を

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
施
策
の

中
間
総
括
が
必
要
で
す

【
教
育
・
文
化
】

・
市
は
市
内
の
各
大
学
と
提
携
し
、

社
会
人
聴
講
講
座
を
積
極
的
に
支

援
で
き
な
い
か

【
公
共
施
設
】

・
中
央
公
民
館
の
保
育
室
に
も
独
自

の
空
調
設
備
を

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
花
小
金
井
六
丁
目
）


